青明舎　フェイスシート

　　　平成19年　3月　19　日　担当：小笠原嘉紀　　　　

	入　所　者
	氏　名　　平　康子　　　　様　　　　　男・女　　　　昭和　23　年　8月　13日生（　58　歳）

	
	住　所　〒039-1702　五戸町大字倉石中市小渡33-1　　　　　　　　　電話　　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	糖尿病

	
	発症時期
	Ｈ4年頃(43歳時)
	罹 患 期 間
	約14年

	
	入院回数
	2回
	延べ入院年数
	約6年5ヶ月　　　　　

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　安ヶ平Dr　　　）
	外来受診日
	木曜日（週　1　回）

	医療区分
	　国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（2級）

	経済状況
	年金
	(障害基礎年金　2級　月額6．6万円)

	
	その他
	（　　万円）

	障害程度区分
	　１

	日中活動の場
	デイケア

	住まいの場
	　共同生活援助　グループホームあおぞら

	登録年月日
	Ｈ　　18年　7　月　1　日
	身長
	155cm
	体重
	　　69　kg

	最終学歴
	倉石村立又重中学校卒業
	免許・資格
	特になし

	職　歴
	特になし
	

	保　護　者
	氏　　名　　　　平　真紀子　　様　　　　　続柄　　　娘　　　（同居　・否）

	登録目的

グループホームで生活しながらデイケアに通所する。

	入院・治療歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①　H4年 3月～H5年4月　　　　　十和田中央病院　入院　　　

②　H5年 4月～H5年冬頃　　　　　十和田中央病院　通院　　　

③　H 6年 4月～H11年9月        松平病院　　　  入院

④　H11年 9月～H18年5月        松平病院        通院

⑤　H18年6月～ 現在まで  　　　 青南病院        通院

	

	生活歴

倉石村にて出生。20代後半で見合い結婚し、2児を出産。家業の手伝い等は殆ど行わず、家で過ごしたり、図書館通いをしていた。また近所の住民から不審がられていた。H2年頃から会話にまとまりがなく独語が目立つようになり、H4年3月十和田中央病院に入院、翌年5月に退院。1回目の入院後から家族(夫・子供)とは疎遠になっていた。退院後、通院中断して症状再燃しH6年4月松平病院に入院しH11年9月に退院。松平病院の授産施設ベルエボックを経て、福祉ホームB型エーデルワイスへ入所となるが、タバコの火の不始末があり、H15年5月退所。その後アセンドハウスのショートステイを利用後、H15年6月青山荘へ入所となる。松平病院への外来通院しながら、青山荘では身の回りのことや対人関係、服薬管理や健康面での援助を行う。H18年6月松平病院の通院が青南病院へと変更になる。H18年7月青山荘退所し、GHあおぞらに入居。
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家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

母は(81)は養護老人ホームに入所中。夫とは籍を抜いていない。19.1.14夫（60）が脳梗塞で倒れたと娘から連絡があり、その時に夫と連絡を取っている。（２月の中旬に退院）夫の世話は娘が行っている。家族との関わりについては、娘が時折、グループホームに来ているとのこと。また母の従兄である小渡氏も協力的であるが、高齢であり、必要な時のみ協力をしてくれることとなっている。


平成　19年 3月　19日　（月）

	氏　名
	   平　康子  様
	男・女
	生年月日
	昭和23年8月13日（58歳）


	これまでの経過（前回評価日　H　　18年　　12月　25　日）

	前回の検討内容

①掲載内容の確認

②ケアプランの見直し

現在、月～金デイケア利用中。１週間に１回（水曜日）ＧＨ訪問を行っている。

○デイケアでの様子

2/12～2/23まで風邪の為、デイケアを休んでいる。（詳細については２月の生活状況を参照）2/26からデイケアへの通所を開始しているが、表情の冴えなさや、身体的不調の訴えが多く、プログラムを休んでいることが多い。デイケアへ通所しており「体がだるい」と話すことがある。

○グループホームでの生活

保清・整容について

2/26以降も入浴は、定期的に入ることができず1週間入浴していない時見られる。整容については、訪問時、寝ぐせがついたままの状態でミーティングに参加することや、洗濯物を溜め込んでいることが多い。３月に入ってからは、スタッフ、世話人の促しによって週に１～２回の入浴ができつつある。

自室の清掃について

訪問時、スタッフが自室を見せてほしいと伝えても「片付けてないから」と話し、拒否することが多い。本人が片付けた後、部屋の状況を確認すると、部屋の中の物をただ単に壁際に寄せている状態となっている。2/26以降は（風邪でデイケアを休んだ後）「体がだるい。」「片付けるのが大変だ」などと話し、ほとんど自室の掃除を行われていない。3/7の訪問時も片付けられておらず、「掃除機の調子が悪いからできない」など理由を付け清掃を行っていない。



	長期目標（中期・短期）

	長期目標

グループホームで生活しながらデイケアに通所する。

支援目標

保清（入浴、整容）を保つことができるように支援を行う。

自室の清掃を自分で行う事ができるように支援を行う。


プラン計画者　氏名：　　小笠原　嘉紀　　　　　

	問題点
	介入方法
	支援期間

	①定期的な入浴を行うことが出来ない。
	関係者（デイケア・外来・世話人）と連携を取り、本人に入浴（整容も含め）についての動機付けを行い、入浴を促していく。

動機付け

· 入浴についての説明（入浴の効果、必要性）

→健康管理の為に必要であること。

　　身だしなみを整えることが重要であること。

　　

青明舎

· 青山荘での入浴の促し。

→入浴に行きにくい場合には、スタッフの同行支援も検討する。

· 訪問時の入浴の状況について確認、必要があれば促し・指導

※本人と最低でも週２回（水曜日と土曜日）に入浴することを確認している。

グループホームの世話人への依頼

グループホームでの保清、整容の確認、必要に応じて助言・指導

デイケア

· 保清面についてのプログラムの実施

· 個人面談（生活状況の確認、必要があれば助言、指導）
	２ヶ月

	②自室の整理整頓をすることが上手くできない。
	関係者（デイケア・外来・世話人）と連携を取り、本人に自室の整理整頓についての動機付けを行い、清掃を促していく。

動機付け

· 清掃しなければならないことの確認（説明）。

→忘薬の防止（以前、自室で薬を紛失したため）

健康管理の為に必要であること。

室内を片付けることで気分が落ち着くこと。

室内を有効につかえること。

青明舎

· 訪問時、部屋の状況を確認。必要があれば、指導・スタッフと共同で自室の整理を行う。

※本人と毎週水曜日に自室を確認し、必要があればスタッフと共に清掃を行う約束を行っている。

グループホームの世話人への依頼

· グループホームで自室の確認、必要に応じて助言・指導。

デイケア

· 個人面談

· 清掃方法などの確認
	２ヶ月

	※支援プランを実施し、効果が上がらないようであれば、ケア会議を開催する。


修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室

２月の生活状況

	２月７日（水）

訪問
	服薬について確認すると「はい、飲んでます」と話し忘薬は見られない。部屋の中は、前回の訪問時に比べ多少、片付けられているが、物をただ単に部屋の隅に寄せている状態となっている。その為、スタッフが清掃方法を本人と確認し、次回の訪問時までに清掃を行うように促している。

	２月１２日（月）
	祝日の為、デイケアを欠席。

	２月１３日（火）
	風邪の為、タクシーで鹿内内科を受診したとの事。（青明舎スタッフ）

	２月１４日（水）
訪問
	訪問時、ミーティング中も発言せずにボーっとしている。本人は「咳が出る。喉が痛い」と話し、かすれた声で話す。１３日の夜が３７．１℃、１４日の朝が３６．０℃で経過。１７日に再度、鹿内内科を受診する予定であると話す。（外来・デイケアに情報提供）

	２月１５日（木）～
１６日（金）
	デイケアを欠席。２月１５日の外来は徒歩で受診。

	２月１９日（月）
訪問
	喉のイガイガ感、鼻水、熱感があると話す。２月７日から一度も入浴していないと話す。グループホームでの入浴を勧めると「シャワーだから寒い」と話す為、デイケアでの入浴を勧めると「行くのが大変だから・・。」と話す。食事について確認すると「食事当番の人が作ったご飯とみそ汁を食べた」「残ってたレトルトのカレーを食べた」と話す。また２月１８日（日）によこまちに買い物に行き、食材を買ってきたと話す。本人は「風邪がまだ治っていないからまだデイケアを休む」「寝ていたい」と話す。また２月１７日（土）の朝食後薬、夕食後薬の２包を忘薬。忘薬時の状況について「飲むの忘れてました。」と話す。

	２月２１日（水）
訪問
	訪問時、スタッフに風邪がまだ治っていないことを話す。２週間以上入浴していないことについて「毎日、タオルで顔を洗っている」と話す。不眠、忘薬は見られない。

	２月２４日（土）
	青山荘で昼食を取るように電話で促す。青明舎、来所はマスクをしているが顔色は良く、足取りもしっかりしている。青山荘で昼食をとり、グループホームに帰宅したとのこと。

	２月２５日（日）
	洗濯物について確認すると、グループホームの入居者に聞き、洗濯をしたと話す。今後のことについて本人から「青山荘の食事サービス、お風呂を利用しようかな」と話していたとのこと。

	２月２６日（月）
	青明舎来所。「今日で風邪薬がなくなる」と話し、デイケアに２週間ぶりに通所する。

	２月２８日（水）
訪問
	訪問時スタッフに「風邪はまだ良くなっていない」と話す。忘薬、不眠は見られない。デイケアでは腹痛の為、入浴を行わなかったと話す。
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ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ入所


（58）


（31）五戸在住





（29）五戸在住


（60）　　　　　　　　（保護者）


五戸町在住





　　　（38）東京在住


　　　　　　病院勤務








